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注(
1
)
東
京
地
裁
平
成
一

0
年
七
月
二
八
日
判
決
は
、
類
似
事
案
で
契
約
関
係
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。

(2
)
前
記
判
例
で
は
素
人
で
あ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
対
し
て
医
療
専
門
家
の
よ
う
な
介
護
は
期
待
で
き
な
い
と
す
る
。

(3
)
札
幌
地
裁
昭
和
六

0
年
七
月
二
六
日
判
決
参
照
。

[
キ
ー
ワ
ー
ド
]

社
会
福
祉
協
議
会
と
補
助
金
の
使
用

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
、
補
助
金
の
使
途
と
そ
の
是
正
方
法

冨

例
の
内
容
]

，

ー

ー

ー

ー

ー

ー

-

A

市
B
区
内
に
設
立
さ
れ
た
C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
高
齢
者
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
A
市
は
、

C
地
域

―
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
社
会
福
祉
法
人
D
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
社
会
福
祉
法
一
〇
九
条
一
項
）
及
び

E

社
会
福
祉
協
議
会
（
区
社
会
福
祉
協
議
会
社
会
福
祉
法

一
〇
九
条
二
項
）
を
通
じ
て
、

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い

―
る
高
齢
者
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
F
は、

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者
で
あ
る
会
長
の
地
位
に

(10) 

[
事
例
]

橋 江

野

尻

正

明

本
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と
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。

A
市
の
住
民
G
は、

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
補
助
金
の
一
部
を
目
的
外
に
支
出
し
、
又
は
違
法
に
保
有
し
て
い
る
と
み
て

—
い
る
。
G

は
、
誰
に
対
し
ど
の
よ
う
な
争
訟
を
提
起
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

一

な
お
、

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

A
市
内

a
区
域
内
に
あ
る
地
域
社
会
福
祉
協
議
会

(
A
市
内
に
お
い
て
お
お
む
ね
小
学
校

―
区
ご
と
に
設
立
さ
れ
た
地
域
福
祉
活
動
推
進
事
業
等
を
行
う
権
利
能
力
な
き
社
団
）
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
本
件
D
社
会
福
祉
協
議
会

及
び
E
社
会
福
祉
協
議
会
に
参
加
し
て
い
る
。

[
本
事
例
の
検
討
]

-、

G
は
C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
構
成
員
で
は
な
く
、

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
間
で
何
ら
か
契
約
を
結
ん
で
い
る
訳
で
も
な

い
。
し
た
が
っ
て
、

G
は
C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
そ
の
代
表
者
F
に
対
し
て
、
高
齢
者
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
か
か
る
補
助

三
、
そ
こ
で
、
ま
ず
、

金
（
以
下
「
本
件
補
助
金
」
と
い
う
）
の
使
途
を
礼
す
直
接
的
な
法
的
権
原
は
有
し
な
い
。

二
、
他
方
、

G
は、

A
市
の
住
民
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

A
市
が
支
出
し
た
本
件
補
助
金
に
つ
い
て
そ
の
目
的
外
使
用
又
は
違
法
な
保
有

（以

下
格
別
の
必
要
が
な
い
場
合
「
目
的
外
使
用
等
」
と
い
う
）
を
理
由
と
し
て

A
市
が
本
件
補
助
金
の
範
囲
で
何
ら
か
の
金
銭
的
請
求
を

行
う
こ
と
を
求
め
、

A
市
が
こ
れ
を
行
わ
な
い
場
合
、
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

A
市
が
、

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
補
助
金
の
目
的
外
使
用
等
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
法
的
請
求
を
す
る
こ

A
市
は
、

D
社
会
福
祉
協
議
会
及
び

E
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
本
件
補
助
金
を
支
出
し
て

あ
る
。
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お
り
、

A
市
が
本
件
補
助
金
を
直
接
交
付
し
て
い
る
相
手
方
は

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

A
市
は

C
地
域
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
間
で
公
法
上
又
は
私
法
上
の
直
接
の
契
約
関
係
に
は
な
い
。

り
損
害
を
与
え
た
と
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

他
方
、

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
が
本
件
補
助
金
の
目
的
外
使
用
等
を
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、

A
市
に
対
す
る
故
意
又
は
過
失
に
よ

A
市
が
C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
本
件
補
助
金
の
目
的
外
使

用
等
を
理
由
と
し
て
法
的
請
求
を
行
う
に
は
、
不
当
利
得
返
還
請
求
（
民
法
七

0
三
条
）
に
拠
る
こ
と
と
な
る
。

す
る
と
、

A
市
は
、

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
本
件
補
助
金
の
目
的
外
使
用
等
に
よ
り
損
失
を
被
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
と
こ
ろ
、
本
件
補
助
金
に
つ
い
て
本
来
の
目
的
に
使
用
さ
れ
た
部
分
以
外
の
支
出
を
し
た
こ
と
を

A
市
が
損
失
と
と
ら
え
、
他
方

で、

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
が
本
件
補
助
金
の
う
ち
、
本
来
の
目
的
以
外
の
支
出
に
つ
い
て
受
領
し
た
部
分
を
利
得
と
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
補
助
金
は
、

一
般
に
交
付
要
綱
等
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
る
公
法
上
の
贈
与
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
贈
与
の
目

的
外
使
用
等
が
あ
れ
ば
直
ち
に
不
当
利
得
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
交
付
要
綱
等
に
基
づ
い
て
、
そ
の
贈
与
が
取
り
消
さ
れ
て
初
め

て
、
当
該
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
主
体
が
法
律
上
の
原
因
な
く
し
て
他
人
の
財
産
に
よ

っ
て
利
益
を
受
け
た
と
し
て
不
当
利
得
返
還

請
求
権
が
生
じ
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
本
件
で
は
、

A
市
が
、
本
件
補
助
金
の
交
付
要
綱
等
に
基
づ
い
て
、
直
接
本
件
補
助
金
を
交
付
し
た

D
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
補
助
金
の
交
付
を
取
り
消
し
た
場
合
に
、

A
市
は

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
て
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
行
使
す

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

A
市
が

D
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
を
取
り
消
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
取
消
し
に
掛
か
る
補
助
金
相
当
額
の
返
還
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
、

G
は
A
市
に
対
し
て
地
方
自
治
法
二
四―

一条
の
二

第
四
項
に
基
づ
く
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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四
、
他
方
、

F
が
補
助
金
の
一
部
を
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

F
に
は
本
件
補
助
金
を
保
有
す
る
権
限
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

市
が

F
に
対
し
て
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
件
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
、

F
は
高
齢
者
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
主
体
で
あ
る

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者
で
あ
り
、
そ
の
事
業
資
金
の
原
資

で
あ
る
補
助
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
規
定
し
て
い
る
交
付
要
綱
等
に
つ
い
て
十
分
に
了
知
し
て
い
た
又
は
十
分
に
了
知
す
べ
き

地
位
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

の

一
部
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
は
、

よ
っ
て
、

C
社
会
福
祉
協
議
会
が
本
件
補
助
金
の
交
付
要
綱
等
の
定
め
に
反
し
て
本
件
補
助
金

F
が
故
意
又
は
過
失
に
よ
り
A
市
に
損
害
を
与
え
た
こ
と
と
な
る
。

A
市
は

F
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
を
行
使
し
な
い
場
合
に
は
、

治
法
二
四
二
条
の
二
第
四
項
に
基
づ
く
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

五
、
も
っ
と
も
、
地
方
自
治
法
二
四
二
条
の
二
第
四
項
に
基
づ
く
住
民
訴
訟
は
、
ま
ず
、
同
法
二
四
二
条

一
項
に
基
づ
く
住
民
監
査
請
求

一
般
に
、
こ
の
監
査
請
求
自
体
が
理
由
あ
り
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
他
方

で
、
監
査
請
求
を
受
け
て
普
通
地
方
公
共
団
体
が
補
助
金
の
交
付
要
綱
等
を
整
備
し
た
り
、
実
質
的
に
監
査
請
求
を
受
け
入
れ
て
、
何

ら
か
の
是
正
措
置
（
本
件
で
い
え
ば
、

A
市
が
過
去
の
補
助
金
の
交
付
決
定
を
取
り
消
し
て
、

C
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

D
社
会

福
祉
協
議
会
及
び

E
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
当
該
取
消
し
に
掛
か
る
補
助
金
相
当
額
の
返
還
を
さ
せ
た
り
、
補
助
金
の
交
付
要

綱
等
を
よ
り
目
的
に
合
致
す
る
よ
う
整
備
し
た
り
す
る
こ
と
）
を
執
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。

住
民
監
査
請
求
の
目
的
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
の
社
会
的
位
置
づ
け
か
ら
す
れ
ば
、

(
1
)
 

こ
と
の
意
義
は
小
さ
く
な
い
。

を
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

A 

G
が
A
市
に
対
し
て
地
方
自

G
が
監
査
請
求
さ
ら
に
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
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以
上
の
論
考
は
、
注
1
で
示
し
た
判
決
の
判
断
枠
組
（
地
方
自
治
法
二
四
二
条
の
二
の
四
号
に
よ
る
も
の
）
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
こ

の
判
例
の
判
断
枠
組
は
理
論
的
に
は
原
審
よ
り
技
術
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
地
方
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
が

そ
の
補
助
金
が
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
直
接
交
付
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
何
段
階
を
経
て
交
付
さ
れ
る

に
そ
れ
で
あ
る
）
場
合
や
、
地
方
自
治
体
が
補
助
金
の
交
付
を
取
り
消
さ
な
い
場
合
、
当
該
自
治
体
の
住
民
が
、
そ
の
適
否
を
た
だ
す
機

会
を
奪
う
こ
と
と
な
る
点
で
、
結
果
に
お
い
て
適
切
と
は
思
え
ず
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

本
事
例
の
よ
う
に
、
地
方
自
治
体

（以
下
便
宜
上
「
市
」
と
す
る
）
が

D
社
会
福
祉
協
議
会
（
同
様
に
「
市
社
協
」
と
す
る
）
の
事
業

に
補
助
金
を
出
す
際
に
、
市
の
当
該
補
助
金
が
目
的
と
す
る
事
業
に
対
し
て
、
市
社
協
が
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
補
助
金
の
要
綱
に
基

づ
い
て
交
付
す
る
仕
組
み
の
場
合
、
市
と
し
て
は
、
市
社
協
の
要
綱
に
基
づ
い
て
適
切
に
交
付
し
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
え
、
不
適

切
な
場
合
、
市
が
市
社
協
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
を
取
り
消
し
て
、
そ
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
補
助
金
交
付
の
適
正
を
図
る

こ
と
、
こ
れ
を
市
が
怠
る
場
合
に
は
、
地
方
自
治
法
二
四
二
条
の

二
の
二
号
に
よ
る
行
政
処
分
の
取
消
し
を
考
え
る
こ
と
も
充
分
あ
り
得

る
。
そ
の
場
合
、
市
社
協
が

E
社
会
福
祉
協
議
会
や
C
社
会
福
祉
協
議
会
に
返
還
を
求
め
る
か
ど
う
か
は
直
接
行
政
訴
訟
で
扱
う
こ
と
で

は
な
い
と
整
理
さ
れ
よ
う
か
。

注
(
1
)
以
上
、
全
般
に
付
き
、
大
阪
高
裁
平
成
二
三
年

―
一
月
二
四
日
判
決
参
照
。

[も

っ
と
論
点
を
深
め
る
た
め
に
]

（
本
事
例
が
ま
さ




